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＊市民 と 地域自治組織

＊市民（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ） と 市民活動団体

＊市民（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ） と 公共施設※

＊市民 と 行政
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つ な ぐ

中 間 支 援 組 織 の 機 能

何 を つ な ぐ ？

＊市民 と 市民

＊活動している市民 と 活動している市民

＊市民（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ） と 職員

＊市民（要支援者） と 市民（支援者）

個人 と 個人

個人 と 組織

※公共施設・・・社会教育施設、文化施設、学校、

社会福祉協議会、観光協会、

商工会議所、病院 等々

＊NPO と NPO
＊NPO と 行政
＊NPO と 企業
＊NPO と 地域自治組織

組織 と 組織

市 民 活 動 っ て な に ？

市民

地域組織

小諸市 企業

市民活動団体



市 民 活 動 っ て な に ？

自らの自由意思に基づき、自主的・自発的に行う活動

誰に対しても開かれた活動

地域社会の問題解決に向けた、当事者も含む多くの人々の幸せのために行う活動

営利を目的としない、社会に貢献する活動

宗教・政治を目的としていない活動

中 間 支 援 組 織 の 役 割

◎情報の受発信機能

◎ネットワーク、コーディネート機能

◎評価機能

◎価値創出機能（政策提言、事業化）

◎協働の促進

◎市民活動支援

市民、地域自治組織、市民活動団体、企業、行政等から各種情報を集め、また広く発信する。

広く活動を知ってもらうための広報活動とその支援。

地域や社会の課題の共有を図り、問題解決に向けて、様々な形態の多様な個人や団体を

ネットワーク化したり、それぞれが持っている資源を有効に活用して目的を達成するために

コーディネートする。また、専門分化したものを集約して、「ここに来ればなんとかなる」という

一元的対応で、ここから専門機関へつなげる。

実際の市民活動を通じて発掘した社会的課題について、社会全体に訴え共有化したり、

各主体が相互に意見交換をしながら、新たな課題解決の方法を創出し、解決への取り組み

につなげていく。

市民・地域自治組織・行政・企業がそれぞれの役割を果たし、対等な関係で相互に助け合っ

ていくための 公開性と透明性の確保。

活動を担う人材の育成、活動のレベルアップのための研修、また運営や活動においての

相談、マネジメント支援。共同事務機能の提供、支援。

継続していくために活動団体や事業そのものの適切な評価を行い、次の活動や新たな

活動につなげていく。
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例 え ば …



公共施設・・・社会教育施設、文化施設、学校、


